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0.  Introduction
　人間を先行詞とする制限用法の関係代名詞のwhoと thatの用法で，主に主語の
場合について研究する．1. では文法書での扱い，2. では語法書の扱いを見てから，
3. では the Beatles の“Getting Better”という歌の歌詞について考察する．
1.  文法書の扱い
　JespersenのModern English Grammar Volume 3, Quirk et al (1972), 
Huddleston (2002) では，人間を先行詞とする場合の，制限用法の thatとwhoに
ついてどのように扱っているだろうか．
1.1  Jespersen
　Jespersen は，Chapter VIII Relative that で，この問題を扱っていて，それを
まとめると，中英語および近代英語の始まりのあたりは thatが普通の関係詞であ
ったが，しかし，それ以来，範囲が狭められたが，それは wh- 代名詞に侵略 
“encroachments”されたためで，とりわけ文学の言語においてであったという 
(153)．
　現在の用法は，非制限用法ではほとんど使われず，制限用法でも人間をさす場
合は thatではなくwhoを用いる傾向が強く，物についてはそれほど強くは無いが
やはりwhichを使う傾向がある (153-54)．
人間を先行詞とする制限用法の
関係代名詞のwhoとthat
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　人間の場合にwhoが好まれる理由も述べていて，ひとつに，文字にされた場
合の視覚によるもので，thatは指示代名詞の thatと同じ形であるので，中性
neutralと思われるとし，allの場合など次のような曖昧さを避けることができる
という (154)：
 all that is found  (neuter中性)
 all that are found  (personal人間)
ではbeの変化形で区別ができるが，次の場合は
 all who might be found (everybody)
 all that might be found (everything)
whoと thatを使い分けることで明瞭にすることができるとする．
　更に，Fowler (1926) からの引用があるが，これについては，Fowler (19652) 
のところで後述する．
　補語(predicative)の場合はwhoは用いられないとし，理由は，補語は中性 
(neuter) と感じられるからであるという 1  (156)．例文は１つだけ引用する：
 he would have revealed himself as the man that he really was
1.2  Quirk et al. (1972)
　Quirk et al. (1972: 870) では，先行詞が人間personalで関係代名詞が関係節の
主語である場合，whoが好まれるが，thatであってもおかしなところは何もない
として次の例を挙げる：
 People who live in new houses
 People that live in new houses
それに対して，関係代名詞が動詞や前置詞の目的語である場合は逆になり thatま
たはzero 2 がはるかに好まれるとする：
 People who (m) I speak to
1 Cf. predicatives in English . . . are felt to be neuter . . . : the quality, not the person, is 
thought of. (123-24).
2 関係詞がない場合．Jespersenの接触節contact clauseに相当する．
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よりも
 People (that) I visit / speak to
その理由はwho/whomの選択を避けるためだろう，とする．whomは多くの人に
とって衒学的pedanticと思われるし，関係節中の目的語としてのwhoは informal
でsubstandardであるとみなす人々もいると言う．したがって人間が先行詞でも
thatが頻繁に使われるという．
　また，関係節中の動詞がbe動詞の場合，補語となる関係代名詞はwho, which
は用いられず，thatかzeroである 3 (870)．
　Note (870) において，人間の場合，目的格に thatを用いるのは，whomを避け
る以外にも理由があり，それは，文法上の目的語は，主語に比べて，non-
personalになりがちであり，また，non-personalな含意を持ちそうであるからで
あるという．更に，主語の場合でも，人間の先行詞が文脈的に 「非個人化」 
“‘depersonalized’ (as not being personally identifiable by name, for example)” 
している場合は，that使用の許容性が高くなるとして次の例を挙げる：
 The soldiers that captured the post subsequently withdrew.
1.3  Huddleston (2002)
　Huddleston (2002) では，まず，allが人間の場合 thatではなくwhoであるとし
て次の例を挙げる(1053)：
 All [who heard her speak] were deeply impressed by her sincerity.
　次に，関係代名詞が述語補語で属性 (“ascriptive predicative complement”) 4 
を表す場合は 通常 thatであり，
 He’s no longer the trustworthy friend [(that) he was in those days]. 5
3 Quirk, et al. の例は　*John is not the man who he wasと非文を挙げるが，適格文にする
と，当然，John is not the man that he was / John is not the man he was.
4 “ascriptive” の反意語は “specifying” (Huddleston: 1054)．つまり，representative of a 
classのばあいで，特定の人物 (a specified person) を言うのではない場合．
5 (that) は，thatもしくはzeroを表す．
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であるが，ただし “specifying”（特定の人物）の場合はwhoがありうるとする：
 It turned out that he wasn’t the person who I’d thought he was. (1054)
　そして，人間が先行詞で，関係代名詞が主語の場合，whoが好まれる：
 the boy who threw the dart
しかし，関係代名詞が主語でない場合は thatもしくはzeroが好まれる：
 the boy (that) they had found hiding in the cupboard
その理由は，formalな whomと informalの whoとの選択を避けるためである．
これは好みの問題であって，the boy that threw the dartは完璧に文法的である．
2. 語法書等
　ここでは，英米のいくつかの語法書等での扱いについて調べていく．2.1から2.4
はイギリスのもの，2.5から2.8はアメリカのものを扱う．
2.1  Fowler (19652)
　Jespersenは，前述の通り，Fowler (1926) から引用しているが，途中省略もあ
るため，ここであらためて扱う．なお，ここでは第2版を用いる 6 ．本書では，
which, that, who.の項の9. Who and that. でこの問題を扱っている．以下，そ
の部分をまとめる (701-02)：
　現在，物に thatを用いるよりも人間に thatを用いるのに抵抗を感じる人が多い，
という．そして，次の2例を挙げ，
 The ladies that were present
 The general that most distinguished himself
これらは「一種の軽視，無礼に相当するもの」 (“a sort of slight”) であり，その
人間性を奪うものであるとし，例えば手紙の宛名にEsq. とするところをMr. と
書くのに等しいという 7 ．
6 第1版と第2版の違いは，ページと記号等である．
7 日本語では，「～様」「～先生」とすべきところを「～さん」とするような感じであろう．
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　とにかく，特定の (“particular”) 人物を指示するとき，thatがwhoに取って代
わられているが，その人間がある類型 (“type”) または一般的な名称・属性 
(“generic”) のことを言う場合は thatが優勢であるとして次の分裂文の例を挙げ，
itは行為者のことを言い，行為者とは類型ないしは属性であるとする：
 It was you that did it 
　次に，thatの方を使っても衒学的と思われない例を挙げている：
 The most impartial critic that could be found [最上級]
 The only man that I know of [ only ]
 Anyone that knows anything knows this [不定代名詞]
 It was you that said so [分裂文]
 Who is it that talks about moral geography?  [分裂文 ; whoが強調される]
　また，人間を指示する thatの範囲を広げるのはかまわないが，あまり強引にす
ると必ずや失敗するだろうと言う．
　最後に，thatの方がwhoよりは若干ではあるが好まれる例を挙げるが，原文は
全て誤用であるwhichが使われていて，カッコ内に正しい形あるいはコメントが
入っている 8：
*The greater proportion of Consols are held by persons or corporations 
which never place them on the market (この場合は，人間と物の両方
であるから thatのみ).
*They are harassing an enemy which is moving in the open (who) 9.
*Among other distinguished visitors which the Crawfords had at Rome 
was Longfellow (that) 10.
*A woman who is devoted to the many dear and noble friends, famous in 
art, science, and literature, which she possesses (whom) 11.
  8 whichは誤用であるので，本稿では原文に無い星印 (*) を付ける．
  9 whoとしているが，「thatの方がwhoよりは若干ではあるが好まれる例」ではないか．
10 動詞の目的語でQuirk et al. (1972) のnon-personal, または，属性．
11 thatの場合は先行詞を見つけにくいか．
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2.2  Burchfield (1996)
　Burchfield (1996) はFowlerの第3版として出版されたが，that (relative 
pronoun) の 1  that or who with a human antecedentのところでこの問題を扱って
いる．
　人間が先行詞場合のwhoと thatについて，thatを人間に用いるのはよろしくな
いという意見は広く信じられてはいるものとして紹介し，以下のようにまとめる 
(773)：
　a. 制限用法で，人間の先行詞では，普通はwho:
 But it was I who got away to the steps up to the morning room 12
　b. 無生物先行詞では当然 that（whichも適切な用法）:
 an electric blanket that knows how to warn various parts of the body 
 the bus that bore us away
　c. thatがよく用いられる文脈として
　　1. 先行詞が生物ではあるが人間ではない場合：
 a white poodle that sported a red hair bow
　　2.先行詞が人間であるが，ある集合の代表 (human but representative of a 
class) 13 である場合：
 a baby that cries in unsocial hours
 a fellow that sells a bracelet is not necessarily interested in people
　　3. 先行詞が不定代名詞の場合：
 it was an obvious rebuff, and one that hurt Benn very deeply 14
　歴史的には，thatは人間の先行詞とともによく使われていて，OEDにも
Chaucer, Langland, Wycliffの例があるとしている．また，20世紀は，先行詞が人
間であれば，特定の人物15 かある集合の代表かにかかわらず，whoのみが適切で
12 ただし，この例文は分裂文である．
13 つまり，ある特定の人物のことではない．Cf. type, generic, ascriptive.
14 この例文内のみでの解釈はoneはrebuff (拒絶) であるので，人間を言っていない．
15 a specified person
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あるという規則を守る作家が多いとする．そして，最後に次のように要約する(773)：
通常は人間の先行詞の場合はwhoを用い，無生物の先行詞の場合は that
またはwhichを用いなさい．先行詞が生物であるが人間ではない場合，
whoか thatのどちらかを使うと良い．先行詞が人間であるがある集合の
代表である場合も，whoか thatのどちらかを使うと良い．先行詞が不定
代名詞の場合も，whoか thatのどちらかを使うと良い．先行詞が2つあり，
最初が人間で2番目が無生物の場合，thatが要求される：(he answered 
accusingly . . . as though it was she and not the drug that had done it) 16
2.3  Cambridge (2004)
　Cambridge (2004) は，relative pronounsの項 (469) で，最初に次の例を挙げて，
人間にも thatを使うことができるとする 17：
 The doctor who / that came from Sri Lanka spoke well.
 A woman whom / that I’ d never seen before appeared.
そして，この例のように，thatは人間以外の生物，無生物同様，人間にも用いる
ことができるとし，thatを使うかwh- 18を使うかということは18世紀からスタイ
ルの問題として話題になっていて，thatは informalとされることがあり，
Longman Grammar (1999) 19 の要約を次のようにする：informalと思われ，そ
のため会話とfictionで最も頻繁に用いられ，whichはnonfiction 20でとびぬけて
多く，報道ではwhoが最も多い．
　また，次のような場合，thatの使用が普通であるとするが，最後の例を除いて
先行詞は人間ではない：
 [最上級の後で] the best wine that’s made in New Zealand . . .
16 この例文も分裂文である．
17 whichも一緒に述べられているので，できる限りthatとwhoだけに絞る．
18 I.e. who, which.
19 Biber et al.
20 Biber et al. の用語では，“academic prose”.
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 [序数の後で] the first hotel that has a vacancy . . .
 [不定代名詞の後で] (some, any, every, much, little, all) : 
  I’ ll take back any that are unused . . .
 [分裂文で] It’s the label that has a bird on it.
 [先行詞が人間と人間以外の場合]
 　Neither horse nor rider that fail the water jump find it easy to recover.
　まとめとして，文法は別として，選択はスタイルと（話し手の）都合の問題で
あろうし，thatを使えば，whoとwhomの選択は言うまでもなく，babiesについ
てwho, whichの選択をしなくて済むし，また，thatは必ずしも informalという
わけではない，とする (469)．
2.4  Swan (2016)
　Swan (2016) 21 で関係あるところをまとめると：
233: 1で，人間を指示する場合，whoかwhom：
 What’s the name of the tall man who just came in?
233: 2で，関係節で主語の場合who：
 I like people who smile a lot.
また，目的語の場合whoかwhomであるが，whomはインフォーマルの場合普通
ではない(“unusual”)：
 Do you remember the people who we met in Italy?
233: 3で，whoに代わって thatを良く用いる．とりわけ informalの場合：
 I like people that smile a lot.
 Do you remember the people that we met in Italy?
233: 4で，that は特に次のような数量詞の後や最上級の後でよく使われる：all, 
every (thing), some (thing), any (thing), no (thing), none, little, few, much, only 22．
21 参照の数字はセクション．（ページは振られていない）
22 ただし，例文は人間のものが挙げられていないので割愛する．
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233: 6では人間を先行詞とするwhoの例文：
 He’s got a new girlfriend who works in a garage.
237: 3において，whoとwhomの関係を扱う．目的語の場合，informalではwho
を使うことができ，whomはそれよりもformalであるとして次の例を挙げる：
 The woman who I marry will have a good sense of humour.
 (More formal: The woman whom I marry . . . )
237: 5では，that for peopleとして人間の場合に thatを用いることに触れ，that
はwho, whom, which の代わりに良く用いられ，thatは主語のwhoの代わりに使
うことはできるがかなり informalである，として次の例を挙げる：
 the people that I invited (normal)
 the people that live next door（informal; the people who . . . のほうが a 
more formal styleでは好まれる）
237: 13では，人称との関係で，分裂文を挙げている（関係代名詞は that）：
 It’s me that’s responsible for the organisation. 
 (More formal: It is I who am responsible . . . )
 You are the one that knows where to go.
237: 16は，やはり分裂文の例であるが，ここでは人間のものを引用する：
 It was Alice who called the police.
273: 1では，it is/was . . . that . . . の分裂文を扱うが，基本となる関係代名詞は
thatとして次の例を挙げる：
 It was my secretary that sent the bill to Mr Harding yesterday.
 It was Mr Harding that my secretary sent the bill to yesterday.
また，否定文も可能とし，例文は：
 It wasn’t my husband that sent the bill . . .
また，主語の人間が強調される場合，thatの代わりにwhoが可能である 
(“possible”)とし，例文は：
 It was my secretary who sent . . .
そして，that, whoの例文を挙げる：
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 It is the students that are angry.
 It was his parents who paid the fees.
2.5  Evans and Evans (1957)
　Evans and Evans (1957) は，that; whichの項で，簡単に関係代名詞の歴史を
述べていて，次のようにまとめることができる (505)．
　関係代名詞の thatは最も古く最も便利な関係代名詞であり，人間にも動物（生
き物）にも無生物にもすべてに使うことができ，16世紀，whichは thatと交換可
能であったとし，King James Bible (1611) からの例を挙げる 23．そして，当時，
人間を指示する場合でも thatと同じようにwhichが用いられたとし，やはりKing 
James Bibleからの例を挙げる：
 Our Father which art in heaven. 24
そして，thatは17世紀に文学の英語からほとんど消えかけ，人間を指示する場
合whichに代わりwhoが用いられるようになったが， 1700までに thatは再び人気
を取り戻した．ただし，教育のある人々は，これは教養の無い人たちの新しい用
法 “vulgar innovation” とみなした．しかし，whoとthatの方が侵略者 (“intruder”) 
であり，結局 thatはもとの地位を取り戻した．上の例文は the Authorized 
Revision of the Bible (1885) ではWycliffeの翻訳 (1389) と同じく thatが用いら
れているとして次の例を挙げる：
 Our Father that art in heaven. 
　今日の用法は，whoは人間，whichは人間以外のものに用い，thatとwhichの
両方が可能な場合は thatが一般的に好まれる．しかし，人間を指示する場合，
thatよりもwhoを好む人が多い．先のBibleの文は20世紀ではwhoを用いること
になりそうである 25．以上が，Evans and Evans (1957) の概要である．
23 例文は人間以外なのでここでは割愛する．
24 「マタイ伝」第6章9節，「ルカ伝」第11章2節．
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2.6  Merriam-Webster (1989)
　Merriam-Webster (1989) は，thatの項の2において，JespersenやEvans and 
Evans (1957) 等を参照し，次のようにwhoと thatについて，現在の用法では，
thatは人間と物を指示し，whoは主に人間をまた時には動物を指示する．thatが
人間に使われるのは確実に標準的である，とまとめている (896)．
2.7  Garner (2009)
　Garner (2009) はthatの項のF. And who. において非常に簡潔に，人間の場合
の thatは常にまともな英語であり，whoだけが人間に使われるというのはばかげ
た病的執着 (“a silly fetish”) であるとする (808)．
2.8  Fogarty (2008)
　Fogarty (2008:43-44) をまとめると，人間について話している場合はwhoを用
い，物について話しているときは thatを用いるとし，それが安全であるという．
ただし，thatを人間に用いることには長い歴史があり，例えばChaucerも使って
いたということは認めている．著者の意見では，whoと thatを interchangeably
に使う人は違いがあるということに気が付いていないのではないかと思うと言
い，著者個人的には，人間について話しているときに thatを用いるのはその人を
人間以下に見てしまっている (“makes them seem less than human”) ように思わ
れるとする．そして，例として，かつて新しい義母のことを言うのに “the 
woman that married my father.” と言っていた友人がいて，彼が義母に対する敵
意を表していたのは明らかであった，という経験を語っている．また，人間以外
の生物にもwhoを使うことについても言及していて，ペットの犬だったらwho
というだろうし，魚を飼っていたらおそらく thatになるだろうと言う (43-44)．
25 The New English Bible (1970) では，「マタイ伝」が “Our Father in heaven”,  「ルカ伝」
が “Our Father” となっていて，この問題を回避している.　また，筆者には，“Our Father” 
は「人間」なのかという疑問が生じている．
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03.  “Getting Better”の関係代名詞
　the Beatlesの歌詞に次のものがある：
 The teachers that taught me weren’t cool 26 (“Getting Better” 27)
先行詞は人間で，関係代名詞は主語である．したがって，関係代名詞はwhoま
たは thatの文脈である．何が問題かというと，歌詞集によって thatのものとwho 
のものとがあるということである．
　正しい歌詞は分かっていて，that である．これは，1967年に発表されたLP 28 
のジャケットに，収録された全ての歌の歌詞が記載されていて，それには that と
なっている．これは，1987年のCD 29 化の時もそのままであり，2009年の「リ
マスター版」も同じであり， 2017年の50周年記念盤 30 でも変わっていない．また，
この歌を何回聞いても関係代名詞は thatである．
　その他に筆者の所有する that となっている歌詞集は，HalのLyrics (134)，
Little Black (96) の2点である．
　これに対して，thatがwhoになっているものがあり：
 The teachers who taught me weren’t cool
このwhoになっているものはFuturaのLyrics 31 (126)，Complete Scores (309)，
Davies (2014: 207) に掲載されている．Davies (2014) の場合は，207ページに
歌詞が印刷され，208ページにはPaul McCartneyの自筆の歌詞の写真が掲載さ
れていて，自筆写真は thatとなっている 32 ．
　なぜこのような誤りが起きるのであろうか．特に，Davies (2014) では，見開
26 歌詞のコピーライトは，Northern Songs Ltd.が所有する．（以下，同じ）
27 Lennon and McCartney (1967). Sgt. Pepper’s Lonely Hearts Club Band. のA面4曲目．
28 AP-8163.
29 歌詞は，付属の小冊子に普通の大きさの文字で印刷されている．CDのジャケットでは，文
字が小さすぎて読めないだろう．次の「リマスター版」でも別に付属の小冊子を用いている．
30 歌詞はLP版が再現されており，LP版と同じ大きさのジャケットの裏に記されている．
31 Halの歌詞集とFuturaの歌詞集は，書名は同じであるが，内容は異なる．
32 50周年記念エディション付属の冊子56ページにもPaulの自筆の歌詞の写真が掲載されてい
て，両者とも同じ写真である．
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きではないにしろ，連続したページで歌詞と自筆写真が掲載されているのである．
単純な間違いで，the teacherは人間だからwhoの方が好ましいという理由であろ
うか．Daviesの原稿は thatであったが校正の段階で誰かがwhoに変えてしまっ
たのだろうか． 
　この “Getting Better” の内容はどういうものであろうか．この歌は次のように
始まる：
 It’s getting better all the time
 I used to get mad at my school
 The teachers that taught me weren’t cool
この人物は，いわゆる「不良」「問題児」であり，乱暴な言い方をすると「悪ガキ」
であった．ところが，ガールフレンドと思われる「君」に会ってから徐々に良く
なっているんだ（“It’s getting better since you’ve been mine”）という内容の歌で
ある．学校時代，教師に対して良い思いを抱いていなかったと想像できる．普通
ならば，the teachers who taught meとして「恩師」まで高められるところである
が，ここでは違うのである．whoではなく thatにこの人物の気持ちが表われてい
るとしたら興味深い例である．乱暴な言い方を許してもらえれば，彼の気持ちは
「学校の先公どもは気にくわねえ」というところだろうか．
　とすると，Fowler (1965) の “a sort of slight” （一種の軽視，無礼）がまず当て
はまるのではないか．「軽視」が軽すぎれば「軽蔑」といっても良い．学校の教師
を嫌う生徒はどこにでもいるものである．嫌悪といえば，Fogarty (2008) の友人
の thatの用法がある．　そこまでならなくても，人間としてよりは，「教師」と
いう属性に目を向けているということも考えられるが，やはり，人間扱いからは
遠ざかる．
　他にも，人間が先行詞で関係代名詞が主語の場合に thatが用いられている歌詞
があるが，whoへの書き換えは見受けられない．1例を挙げれば， “Ticket to 
Ride” 33 の
33 Lennon and McCartney (1965).
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 The girl that’s driving me mad is going away
で，「僕を夢中にさせた女が僕を捨てて行ってしまう」という複雑でネガティヴ
な心理から thatでも違和感を覚えないのであろう．
　“Getting Better” の場合は，やはり，先行詞の the teachersがポイントになろう．
the teachersはやはり十全に人間扱いをしないとよろしくないのではないか，と
いう気持ちが働き，意識，無意識にかかわらず，thatをついwhoに変えてしまっ
たと考えられる．もちろん，この場合は，whoと thatの使い分けを気にしている
人たちの話である．
4.  Conclusion
　人間を先行詞とする制限用法の関係代名詞のwhoと thatについて扱ってきた．
歴史的には，thatが最も古く，whichが加わり，人間の場合は特にwhoが用いら
れるようになり，thatを駆逐しそうになったが，thatが盛り返してきた，という
ものである．現在は，thatでもwhoでもどちらでもかまわない，むしろ thatの方
が面倒が無く，使いかってが良いと考える人たちがいる一方，ただ単に人間には
whoを使った方が好ましいと考える人がいて，更には，人間にはできるだけwho
を用い，thatを用いる時には基本的にネガティヴな気持ちを持つという人たちが
いる．
　筆者の取り上げた“Getting Better”の例では，原文が thatを用いているのに対
し，whoを用いたものが確認されていて，これには先行詞が人であり，更には学
校の教師・先生であるという意識が原文を書き換える力となっているようである．
人間にはwhoを用いるという傾向は強いと思われる．
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